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オンラインショッピングにおける WEBアクセスデータを

元にした動的 WEBコンテンツの表示方法に関する提案
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↑大阪市立大学

近年、インターネットは新しい通信インフラストラクチャとして欠くことのできないものにな
ってきている。とりわけ WEBは情報ノードを相互に結んだネットワークとして、情報発信、情
報獲得に必要なメディアに急成長し、チケット予約、 e・バンキング、 e-トレーディングなどの電
子商取引やオンラインショッピングなどもWEBを通して行われるため、 WEB関連の技術がま
すます重要になってきている[1]0一方でSEOブームによりアクセスログや Cookie、マーチャ
ントデータなどを利用したマーケティングの効果分析への関心が高まっており、さまざまな分
析がサイトの運営に役立てられている。しかしこれらアクセス解析データは効果分析以外には
あまり利用されていないのが現状である。そこで本論文は積極的にアクセス解析データを利用
した動的 WEBサイトの構築を提案する。アクセス解析データよりユーザの傾向を分析してユー
ザのタイプを分類し、そのタイプに沿った WEBページを提供することにより、より使いやすい
WEBサイトを研究する。
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1 . はじめに

オンラインショッピングサイト(以下:シ
ョッピングサイトとする)は、さまざまな商
材と強力な検索機能などにより、利便性が認
められ急速に発展してきている。しかし、発
展するに従い新たな課題も生じており、最近
では顧客に対する安心、安全への取り組みが
重要になっている。安全への取り組みとして
は、個人情報、顧客情報などをはじめとする
機密情報の漏洩の防止や、不正なアクセスな
どによる不正取引の防止、また顧客が間違い
や失敗することなく目的の品物を購入できる
ことも重要である。安心への取り組みとして
はこれら安全への取り組みが出来ていること

は言うまでも無く、更に誰にでもわかりやす
くこれらの情報を必要なときに必要なだけ提
供できることが重要である。そこで本論文で
は、この必要なときに必要なものを提供する
と言う部分に論点を絞り、実現方法や課題な
どを提案していく。

こういった試みは既に企業では実現されて
いるものもいくつかあるが、研究として行わ
れているものは少なく、なかなか情報が表に
出てこないのが現状である。そこでこの分野
を研究することにより、ショッピングサイト
のみならず公共的にもっと他の分野にも応用
されることを期待するものである。
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第 2章では既存ショッピングサイトの問題
点について述べる。第 3章では WEBアクセ
スデータの種類や特徴について簡単に述べる。
第 4章では 1つの WEBショップを例に取り
その問題点と解決方法を提起する。そして 2
つの実験に対し、第 5章と第 7章では具体的
な実装方法を、第 6章と第 8章ではその結果
を報告する。

2. 既存ショッピングサイトの問題点

ショッピングサイトには、初めて訪れる人
から何度も利用されている上顧客まで、さま
ざまな人が訪れる。ショッピングサイトは当
然、先の安心、安全への取り組みの 1っとし
て、これらさまざまな人を想定して、さまざ
まなコンテンツを用意している。例えばショ
ッピングサイトに慣れていない初心者が訪れ
た場合の為に懇切丁寧な利用方法を用意した
り、初心者ではないが本ショッピングサイト
の利用が初めての人向けに利用方法の要点の
みをまとめたコンテンツを用意したり、目的
がはっきり決まっていない人のために企画提
案型のコンテンツを用意するなどである。

しかし、このようなサポートがきめ細かく
なればなるほど、トップページには大量のリ
ンクや情報が詰め込まれ、若しくはショッピ
ングサイト全体が深い階層構造になってしま
い、かえって目的のコンテンツを探しにくく
なってしまうことになる。

3. WEBアクセスデータ

WEBにアクセスした時にサーバ側で取得で
きるデータは以下のものがある。

1) WEBアクセスログ
2) Cookieデータ
3)ユーザ操作データ

WEBアクセスログ[2]とは、元々はサーバ管
理者がサーバの障害や不正アクセスの発見な
どサーバを運用する目的で作られたものであ
る。しかしその内容からアクセスしてくるユ
ーザの動向や趣向などがわかるため、今では
マーケティングの調査手段として広く利用さ
れている。

Cookie[2]とは、 Webページにアクセスした
ユーザに関する情報を保存し、再利用するた
めの技術である。 WEBページ自体はセッショ
ンレスであるため、ユーザの時系列アクセス
情報を入手するのが容易ではない。しかしこ
の Cookieを利用し個別のユーザ情報を保存す
ることによりそれが可能になる。ただし、

Cookieはユーザによって利用が拒否されたり、
改ざんされたりすることが可能なのでこの情
報はしばしば正確ではない。この点は注意が
必要である。

ユーザ操作データとは、ユーザが WEB上で
操作することにより取得できるデータである。
ショッピングサイトの場合、検索したキーワ
ードや購入した商品、商品の送付先などがそ
れにあたる。操作さえしてもらえればどんな
情報でも入手できるため、ページ毎に逐ーそ
のリンクを選んだ理由や、困ったことを記入
してもらえれば理想的である。しかし現実に
ユーザにそのような事を要求するのは難しい
ので、このユーザ操作により取得できる情報
は限られており、ショッピングサイトでは確
実に取得できるのはマーケティングデータ[3]
のみである。

これら 3種類のデータを総称して、この論
文では WEBアクセスデータと呼ぶことにする。

既に述べたように、これらの WEBアクセス
データはさまざまなアクセス解析データとし
てマーケテイングの効果分析に利用されてい
る。

4.ある WEBショップの問題提起

筆者の一人は社会人大学院生であるため、
S社にも所属している。この会社では実際に
ショッピングサイトの運営を行っていて、筆
者の一人はその開発者であり、機能を精査し
たり実装したりする権限を持つ。この強みを
生かしその会社の承諾を得た上で当ショッピ
ングサイトを利用してリアルフィールドでの
実験を行った。

今回はアクセスログを利用するという観点
から 2つの実験を行った。 1つ目は、 WEBサ
イトに対して行うもので、 WEBアクセスデ
ータから訪れたユーザが初心者であることを
検出し、その初心者に合った WEBコンテン
ツを提示する。

具体的には、そのショッピングサイトをま
だ訪れたことが無く、かつそのサイトの潜在
顧客になるであろう 20"""'30代の女性 30人を
ピックアップして、 1週間の期間でその人に
何の助言も無くショッピングサイトを利用し
てもらい、何処に問題点があったかの調査を
行った。
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意見 人数
何をするサイトなのかわからない 18 
商品の探し方がわからない 13 
商品がちゃんと買えるのか不安 10 
表示が沢山あるのでわかりにくい 8 

クレジットカードに対応して欲しい 4 

住所の入力が面倒 2 

商品が無事に送られてくるか心配 2 

文字が小さくてわかりにくい
色のセンスが惑い I 

携手持サイト用の QRコードがほしい
どこが運営しているかわからない l 

表1サイトへの意見(複数回答)

この結果を元に今回は上位 3つの意見を取
り入れて、初心者に対してのみ、わかりやす
く懇切丁寧な説明を表示するようにサイトを
変更することにした。

2つ目は携帯電話用サイトに対して行うもの
で、 WEBアクセスデータより携帯電話の機種
を検出し、どの携帯電話に対しても適切な大
きさの写真を提供する。

携帯電話は、その特性から僅体および画面
の大きさがさほど変わらないにもかかわらず、
表示サイズは大きく異なっている。これはメ
ーカが購買層の利用目的をそれぞれの機種に
対して考慮した結果だと考えられるが、 ショ
ッピングサイトの場合はこれが大きな問題に
なる。 とりわけ、リサイクル商品の場合は、
写真による情報の提供は必須であり、これが
不可能な場合は販売後にトラブルになるなど
深刻な問題になる。その為、ただでさえ小型
である携帯電話に写真を表示するとなると、
出来るだけ画面いっぱいに表示したいという
のが自然な要求である。 しかし携帯電話の画
面サイズは 132X 100ピクセルから 640X480
ピクセルまでさまざまな大きさがあり、 132x 
100ピクセルに合わせて写真を表示すると、
640 x 480ピクセルの携帯電話では、わずか
1/5程度の大きさの写真になってしまう。逆に
640 x480ピクセノレの携帯電話に合わせて写真
を表示すると、 132X 100ピクセルでは写真が
大きくはみ出てしまい商品の一部しか見るこ
とが出来ない。そこで、羽TEBアクセスログを
利用して、適切な大きさの写真を提供できな
いか実験を行った。

5 実験 1 r初心者用 WEBコンテンツ」

WEBアクセスデータより初心者とベテラン
を見分けるための判定基準は、ブック マーク
からの遷移でなく Cookieに何も情報が無し、場
合とする。この条件で以下のように初心者に
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親切な画面を表示してそのページがどれほど
利用されるかを計測する。

なお、画面には「閉じる」ボタンも併設す
る。邪魔だと思ったら消してもらうことでど
れぐらい判断ミス(初心者ではない)をして
いるかも同時に計測する。

ただし、この方法では初心者を完全にカバ
ーする ことは出来ない。Cookieはその PCに
対してのみ有効であり、あるベテランが PC
を貿い換えるなどして一度も本ショッピング
サイトを訪れたことが無い PCでアクセスす
ると初心者とみなされてしまうことが考えら
れるからである。

またベテランが初心者にショッピングサイト
の使い方を教えることも考えられるし、逆にあ
る段階で初心者がベテランの域に達することも
考えられる。あまり変化しすぎるとその時に困
惑する。従って実装にあたっては実際に変化さ
せる部分は最小限に留めるようにした。
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図 2初心者用の WEBページ



比較用に初心者用の WEBページを提供しな
いときに「初めての方へj がどの程度押され
ているかも計測した。このリンクはページの
最下段の目立たないところにある。(図 1の
左下を参照)

6.実験 1の結果

前章の仕組みを WEBに組み込んだものを
24時間提供し、 WEBを訪れるユーザに利用し
てもらった。以下がその結果である。また、
比較用にあらかじめ別の日に計測しておいた
組み込み前のデータも以下に示す。

2007/07/26 
項目 結果

WEBページ表示回数 13524 
ベァフンと判定 10509 
初心者と判定 3015 
初心者用リンクが押された合計 663 

表 2:WEB組込み後の測定結果1

2007/07/26 
項目

「どんなサイトかJが押された回数
「商品の探し方jが押された回数
『注文方法Jが押された回数
「閉じるjが押された回数

表3:WE8組込み後の測定結果2

項目
WEBページ表示回数
初めての方へ

表4:舵 B組込み前の測定結果

結果
122 
288 
253 
36 

実装前と実装後の結果は、別々の日に測定
したが、 WEBページの表示回数がほぼ同等な
のでこれで比較する。初心者用リンクが押され
た合計と初めての方へを比較することにより、
初心者を判断してコンテンツを提供すること
で、約 5倍ものアクセスを得ることが出来、
確実に効果があったと判断できる。

表3の項目毎は先のアンケートの結果の上
位 3つに対応している。そのアンケートの結
果に対して「どんなサイトかJが押された回
数が少ない。これはアンケートのときは無作
為に利用していない人を集めてきたのに対し、
WEBでは検索エンジンなどで、ある程度この
サイトを見たいという意欲のある人が対象に

なるため、何をすればいいのかがわからない
人が少なかったと考えられる。

また「閉じるJボタンは表示機会ミスを計
測するために設けた。初心者への表示を複雑
にしない代わりに大きく表示させることで、
必要の無い人には閉じてもらうよう促したつ
もりだったのだが、結果が示す通りほとんど
押されることは無かった。これは f閉じるj

ボタンを押さなくても下にスクロールすれば
解決するのと、 「閉じる j というボタンは
rWEBブラウザ全体を閉じてしまうのでは?J
という不安感があったためだと考えられる。

7. 実験2 r携帯用 WEBコンテンツj

携帯電話の場合は WEBアクセスログを利用
すると携帯電話の機種を判別することが可能
である。メーカカタログより携帯電話の機種
から画面サイズがわかるので、これをデータ
ベース化して利用する。

写真は最適なサイズに加工したものをあら
かじめ用意した。大きなサイズの写真をリサ
イズして表示することも可能ではあるが、携
帯電話は機種によってキャッシュサイズが小
さいことがあるので、この方法だと写真が全
部表示できない。特に表示画面の小さい携帯
ほどキャッシュが小さい傾向があるので、写
真は大きさも容量も専用のサイズが必要にな
る。

写真サイズ 代表的な摘要画面サイズ
8Ox60 132xl00 

132xl00 240x180 
24Ox180 320x240 
320x240 640x48 0 
64Ox480 (WEB専用)

表 5:携帯に提供する写真サイズ

図3で示すように、現状は小さい画面サイ
ズの携帯電話に合わせた画像を表示していた
ため、大きな画面サイズの携帯電話では写真
は小さくしか表示できなかった。
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図 3:画面サイズの違う携帯の表示の泣い

実験により携帯干電話の機種判月IJを行って写
真を表示させることにより、図 4に示すよう
にどんなサイズの燐帯電話でも最適な画像が
表示されるようになった。
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図 4 最適なザイズの写主主を実装

また、実験 1と同様に画面には「大きい写
真J r小さい写真」ボタンを併設した。もし
大きさが最適でないと感じたときは押しても
らうことによりエラーを計測する。

8. 実験 2の結果

これも実験 1と同様に実際に携帯サイトに
組み込み、サイトを訪れた携帯ユーザに利用
してもらった。以下がその結果である。

項目
WEBページ表示回数
「大きい写真Jが押された回数
「小さい写真Jが押された回数

結果から、ボタンが押されることはほとん
ど無く効果があったと判断できる。 r小さい
写真」より 『大きい写真Jが押された回数が
多いのは、恐らく 画面からはみ出しても良い
から大きい写真を見てみたいとユーザが考え
たためだと思われる。

9. 今後の予定

今回の WEBアクセスデータを元にした動的
WEBの提案は、更に色々な切り口の提案が可
能であると考えられる。例えば、 「購入履歴
により近くのショップを紹介するj や「滞在
時間や検索パターンなどにより便利な検索方
法などを提案するJや「回線速度により一度
に表示する商品数を自動的に変更するJなど
である。

また、このような動的 WEBはパソコン用
WEBよりも携帯電話用の WEBサイトの方が
より効果を期待できると考えられる。何故な
ら、携帯干電話の方が「表示サイズが限られて
いるJ r通信速度が遅いJなどの理由により、
より情報の精査が求められるからである。
携帯電話の WEBも既に欠くことが出来ない

ほどの通信インフラストラクチャとしてその
地位を確立している。

今回はこれらパソコン WEBと携帯電話サイ
トについて、それぞれ基本的な実験を行い検
証が出来たと考えられる。今後はこれらショ
ッピングサイトを運営していくにあたり効果
があると思われる提案についていくつかを実
証していく予定である。
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また、今回の実験では WEBアクセスデータ
に対し、リアルタイムに反応する実験を行っ
た。しかし、データは蓄積して解析すること
によりわかることも多くあるので、こちらの
ほうも研究の対象として広げていき、最終的
にはこれらを応用して、筆者の一人が運営す
るリサイクル業種における的確な商品の推薦
方法である、リサイクル用レコメンドエンジ
ンについても研究してし、く。

1 O.まとめ

今回オンラインショッピングサイトにおけ
る WEBアクセスデータを活用する方法の一
例を提案した。これにより、ユーザはより使
いやすいショッピングサイトで的確に欲しい
ものを購入することが出来るようになると期
待できる。

しかし、課題もある。現状ではユ}ザの噌
好を完全に分析することは難しく、完全にユ
ーザに合ったコンテンツを提供することが出
来ない。このためデータの精査や場合によっ
ては新たにデ}タを取得する方法などを研究
することにより、更にヒット率の高い提案を
行う必要がある。

Adobe社の Flashや Aj.axのように視覚的に
動きのある WEBページは一見華やかである
が、動きがあるが故に必要な情報を見落とし
てしまったり、かえって視覚的に嫌悪感を持
ってしまったりする可能性もあり、必ずしも
安心感につながらない。そういう点で今回の
提案は基本的な研究として、これらの技術に
も応用することが可能である。

本論文では筆者の一人が運営しているショ
ッピングサイトを利用できる環境にあったた
め、ショッピングサイトに対して実験と提案
を行ったが、この研究成果を発表することに
より、公共的にもっと他の分野にも応用され
ることを期待するものである。
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